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 令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 
〇全国平均とほぼ同程度または上回った種目 

⇒長座体前屈、50m 走、ソフトボール投げ 

〇前回の記録と同程度または上回った種目 

⇒上体起こし、長座体前屈、反復横跳び、

20m シャトルラン、50m 走、立ち幅跳び 

〇全国平均を下回った種目 

⇒反復横跳び 

〇前回の記録とほぼ同程度だかやや下回った種目 

⇒握力、ソフトボール投げ 

長座体前屈では全国平均を上回っている。また、50m 走、

ソフトボール投げでは全国平均と同程度かやや上回る結果

となり、柔軟性、走力、巧緻性が向上には一定の成果がみ

られたといえる。一方で、反復横跳びで全国平均を下回っ

ており、俊敏性に課題が残った。 

 〇全国平均とほぼ同程度または上回った種目 
⇒なし 

〇前回の記録と同程度または上回った種目 
⇒長座体前屈、20m シャトルラン、ソフトボール投げ 

〇全国平均を下回った種目 
⇒握力、上体起こし、長座体前屈、反復横跳び、20m シャ

トルラン、50m 走、立ち幅跳び 
〇前回の記録よりも下回った種目 
⇒握力、上体起こし、反復横跳び、50m 走、立ち幅跳び 

全体的に全国平均を下回る結果となったが、長座体前屈

と 20m シャトルランでは前回の記録と同程度か、上回る結

果となった。しなしながら、上体起こしや反復横跳びで全

国平均を大きく下回り、筋持久力と俊敏性に大きな課題が

あることが分かった。 

 

〇「運動が好き」と回答する子どもの割合 
⇒男子 83.9％ 女子 52.9％ 

※R7 年全国・札幌市平均と比べて男子は上回っている

が女子は下回っている。 
〇「体育が楽しい」と回答する子どもの割合 

⇒男子 87.1％ 女子 47.1.6％ 
※R7 年全国・札幌市平均と比べて男子は上回ってい

るが、女子は下回っている。 

〇平日に学習以外で 1 日にテレビや DVD,ゲーム機、スマー
トフォン、パソコンの画面を見る時間が、4 時間以上と回
答する子どもの割合 
⇒男子 15.7％ 女子 38.2％ 
※R7 年全国・札幌市平均と結果と比べて、男子は少ない
が、女子は上回っている。 

〇「地域のスポーツクラブに所属している子どもの割合 
⇒男子 77.4％ 女子 52.9％ 
※R7 年全国・札幌市平均と結果と比べて、男女ともに上
回っている。 

運動や体育の学習に対して、全国や札幌市と比較して男

子は肯定的な回答が多い一方で、女子は否定的な回答が多

かった。また、女子は、全国や札幌市と比較して 4 時間以

上スクリーンタイムを取る児童の割合が多い結果となっ

た。生活習慣を見直して運動機会を増やしたり、体を動か

すことの楽しさを実感したりできるように、授業を工夫

し、子ども自らが健康の保持増進を図る取組を充実させて

いく必要がある。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自ら 

健康の保持増進を図る取組 

 

   

 

○地域企業やスポーツ団体主催の出前授業の活用により、運動の楽しさを実感できる機会を創出する。 

○校内スポーツテストの結果と分析を家庭と共有することにより、放課後や休日に運動する意識を高めるきっかけづくりを行う。 
〇生活リズムチェックシートに取り組むことで、望ましい生活習慣について児童と家庭とが一緒に考え、実践していくためのきっかけづくりを行う。 

 

体力・運動能力

＜男子＞ 

具体的な

取組 

三つの取組 
 

家庭・地域との 

連携・協働 

課題探究的な学習の充実 
〇授業の中で課題（目標）を子ども自身から引き
出し、「分かった」「できた」「楽しい」を実
感しながら主体的に学べる授業づくりを行う。 

〇用具の充実や場の工夫により、運動量を確保
し、体力の向上をねらう。 

〇ICT を活用しながら、自身の活動を客観視でき

るようにし、技術の向上を図る。 
 
年間を通じた重点運動の取組 
〇毎時間、授業の導入で柔軟運動やなわ跳び、走
の運動に取り組み、体力の向上、技能上を図る。 

〇さくら体操を継続し、怪我の防止・柔軟性の

向上を図る。 

保健指導 
〇保健便りや生活リズムチェックシートの活用、保健
室前の健康に関する掲示物を通して、望ましい生活
習慣について啓発していく。 

 
食指導 

〇給食と関連付けながら、望ましい食生活について伝
えていく。また、給食室前掲示板に給食のレシピを
掲示したり、日常的に学級に出向いてミニ食指導を
したりすることで食に対する関心を高めていく。 

 
性に関する指導 

〇性差・LGBTQ に配慮した教育活動を継続して実施

していく。 

運動機会の充実を図る環境整備の推進 
〇学級の係活動や、異学年交流の充実により、自発的な運動

遊びを創造する取組を進める。 
〇児童委員会を中心とした運動イベントの充実により運動機
会を創出する。 

〇休み時間に担任がともに遊んだり、児童会の活動と結び付
けたりしながら、体を動かす機会を増やす。 

〇学習活動や行事と連動させた運動遊びの場 
50ｍ走コース、スポーツテストコーナーを設置し、児童
が自主的に体を動かしたくなる環境を作る。 

〇健やかタイム(朝の活動）や全校なわ跳びの日(中休み)を
設定し、月に 1 回程度楽しく鬼遊びやなわ跳び遊びに取

り組む。 

体力・運動能力

＜女子＞ 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 


